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会津高原リゾートにおける
木質バイオマス地域熱電供給と
地元自治体の役割
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南会津町への地域熱電供給導入
佐土原　木質バイオマスによる地域

熱電供給の事例は、まだ日本では数

少ない状況です。今回はその一つ、

福島県南会津町の会津高原リゾート

の地域熱電供給施設を見学させてい

ただき、熱の供給先である会津アス

トリアホテルにて、プラントの所有

者である南会津町の大宅町長と、事

業企画や施設整備を実施されてきた

福島ミドリ安全㈱代表取締役社長で、

㈱エナジア代表取締役の白石さんに

お話を伺って参ります。

　まずは南会津町と、これまでの森

林のエネルギー活用の概要について

お教えください。

大宅　南会津町は、平成 18 年（2006）

に舘岩村、伊南村、南郷村、田島町

の町村が合併して生まれた町で、人

口が約 1 万 6 千人、面積が約 886㎢

あります。その約 91％が森林です。

そのため、森林の活用については、

色々な検討がされてきました。エネ

ルギー分野では、ペレットストーブ

の導入促進を実施したこともありま

したし、地元間伐材を活用した木質

燃料チップのボイラーは、最初は平

成 24 年（2012）に「 道 の 駅 き ら ら

289」へ、その後、会津高原リゾー

ト（たかつえスキー場）にも、白石さ

んにお世話いただいて導入しました。

　木質燃料チップの生産体制にまだ

課題はありますが、これから本格的

にやっていくためにも、様々な改善

などを進めていこうと考えています。

佐土原　この事業を実施するに至っ
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たきっかけは何だったのでしょうか。

白石　きっかけは東日本大震災です。

福島県内では、太平洋岸のエリアな

どが停電し、産業活動や日常生活な

どに大きな影響がありました。福島

ミドリ安全㈱の県内約 8,000 社の取

引先も、停電だけが理由ではありま

せんが、約半分が活動停止になりま

したし、あの日は雪で、停電で暖が

採れなかった方も多くいて、非常時

にエネルギーが確保できることの重

要性を改めて実感しました。

佐土原　大変な状況だったと思いま

す。

白石　私は、以前から高知で森林整

備とそれによる CO2 の森林吸収分

のクレジットを販売する事業をして

いましたが、震災が起きた時には、

やはり森林関係で何か貢献できない

かと考えました。それでヨーロッパ

を見てまわり、バイオマスや電気な

どをうまくミックスして扱っている

地域エネルギー会社の存在を知りま

した。地域で様々なエネルギーやユ

ーティリティの事業を行なうことで

税収の少なさをカバーしていたり、

環境や安全を担保していたりといっ

たことを目の当たりにし、福島の復

興でも、同様の事業をつくっていく

べきと考えました。特に安全面とい

う意味では、木質バイオマスは乾燥

工程さえあれば、流木でもチップ化

できて、電気も熱もつくれますから、

災害時の BCP（業務継続計画）に

役立ちます。大地震がきたら、また

同規模の停電が起きる可能性があり

ますので、その時に備えて、日本の

面積の約 7 割を占める森林資源を

BCP 対策のエネルギー源と捉える

のは、理にかなっていると考えまし

た。

事業の概要とコンセプト
白石　この会津高原リゾートのバイ

オマス地域熱電供給は、林野庁の『木

質バイオマスを活用したモデル地域

推進事業』による実証事業で、チッ

プボイラーと、その廃熱を活用する

小型バイナリー発電装置で、5 つの

施設に熱を送り、余剰電力は東北電

力に送電するという仕組みになって

います。蓄電池さえあれば、何かあ

っても自立運転ができます。

佐土原　プロジェクトの実施地は、

なぜ南会津町だったのでしょうか。

白石　いくつかの市町村に提案をし

ましたが、受け入れてくださったの

が、当時の課長で今の南会津町舘岩

総合支所支所長の長沼さんと大宅町

長だけだったということもあります。

林野庁の推進事業の申請締切りまで

1 カ月半という時期から 1 カ月ほど

日参して、ご理解をいただきました。

佐土原　大宅町長は、最初に相談を

受けられた時はどう思われましたか。

大宅　町域の 90％以上を占める森

林を生かしていないのは、町として

どうかと思っていましたので、お話

を聞いて、地域の資源を生かせるか

もしれないと考えました。町として

も CO2 削減などの環境対策を実施

する必要はありますし、水源となる

森林を守る必要もあります。その一

方で、森林を活用してエネルギーに

変えていくのも我々の役割だと思い

ました。それに、「自然にやさしい町」

というイメージのアピールをしたい

ということもありましたので、白石

さんに色々提案をいただいて、導入

を決めました。

佐土原　提案の内容はどのようなも

のだったのでしょうか。

白石　林野庁の推進事業に採択され

ることを条件に、お話を進めさせて

会津高原リゾート地域熱電供給システムフロー図
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いただきました。採択されるために

は、まずは、木質燃料チップを供給

する 3 つの森林組合などで地域エネ

ルギー協議会というものを設立して、

この事業に協力いただくことをお願

いしました。さらには、我々は木質

燃料チップのサプライチェーンを整

備するというお話もしました。この

ような取組みで他の田舎が失敗して

いるのは、間伐とか森林整備だけに

投資をするからです。そこで発生す

る木材を必ず使うという約束をして

先に出口を決めてしまえば、自ずと

必要な量が決まってきて、コストも

下げられます。それで町長に、木質

燃料チップを使う施設を決断してい

ただけないかとお願いし、会津高原

リゾートの 5 施設への供給を決めて

いただいたんですね。

　その際のプレゼンでは、事業コン

セプト＆スキームということで、「木

質バイオマス・リゾート＆スタディ

ーズ」を掲げました。一つはこの事

業をやることによって町全体が環境

体験型観光ツーリズムの施設になれ

ること。第 2 に、木質燃料チップと

いう地域資源のサプライチェーンを

最適化できること。第 3 に、木質燃

料チップの需要を拡大することで経

済効果をもたらすこと。第 4 に、地

域熱電供給という日本ではあまり聞

き慣れないものを地方の町がやり、

かつ、緊急災害時にも熱と電気が確

保できる体制をつくってしまうのは

大きなインパクトがあること。そし

て最終的にはエネルギー関連のお金

が中東の産油国に流れるのではなく、

地域に残る。このようなプレゼンを

してご決断いただきました。

大宅　私たちから見れば、木質バイ

オマス熱電供給は森林整備事業の一

部であり、地域の環境整備の側面が

大きいのです。今年も九州北部など

で大きな豪雨災害がありましたが、

森林整備は安全対策にもなります。

　私どもはそういう森林の問題を全

体的に網羅する取組みの必要性をず

っと実感していたので、地域を生か

した人材の育成と森林環境の整備・

活用もできる機会と捉えました。例

えば体制強化のために 3 つの森林組

合を統合しました。また、「森のエ

ネルギー創出プロジェクト」という

ことで、町内に放置されている間伐

材を、森林組合が 1㎥あたり 1 万円

で購入できるように、町が 7,400 円

補助するという事業も実施しました。

一番多い時は年間 8,000㎥ぐらい購

入しました。そうやって間伐材を森

林組合で集積して、ボイラーなどで

使う木質燃料チップの原料として販

売しています。町で使い切れない分

は、会津若松市河東にある「グリー

ン発電会津」の発電所に納めていま

す。

　事業として安定させるためには、

ある程度のロットが必要です。この

木質バイオマス熱電供給事業は、そ

うした総合的な取組みの中で評価し

たいと思っています。

再生可能エネルギー業を新産業に
白石　再生可能エネルギーを活用し

ようとする事業は、ドイツやオース

トリアやデンマークなどのように、

本来は技術的に設備業が主役になる

はずが、日本では専門外の地場の建

設業の方が担当することがあります。

ドイツのように、設備会社が再生可

能エネルギー会社に看板を替えるこ

とで、例えば水道管工事の施工会社

が、温熱配管の工事を担当すること

ができるようになるなど、新しいビ

ジネス展開が可能になるかもしれま

せん。専門性があるのであれば、業

務範囲が広がることはよいことです。

　ですから私は、再生可能エネルギ

ー業という新産業を確立したいとい

会津高原リゾート地域熱電供給プラントの見学（左端に白石氏、佐土原氏）
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う希望があるのです。福島という場

所で、熱の配管と電気の配線を組み

合わせたものが整備できるような先

例となり、再生可能エネルギー業と

いう新しい産業を生み出すきっかけ

となれたら、この事業の意味もさら

に大きくなると思います。

佐土原　そうですね。再生可能エネ

ルギーを色々とミックスして、相互

に補完しながら熱や電気をつくって

いく。そういう全体のシステムを構

築していくこともとても価値がある

と思います。再生可能エネルギー業

というのはよいかもしれません。

大宅　南会津町は色々なエネルギー

を利用しています。地下水で道路の

融雪をしているところも数カ所あり

ます。あと、この 7 月に竣工した新

庁舎では、チップボイラーの導入は

断念しましたけれども、地中熱と太

陽光発電は利用しています。地域で

得られるエネルギーはしっかりと利

用したいと思っています。そういう

意味でこの熱電供給施設も、色々な

ものの組み合わせの中で活用してい

くことも考えたいと思っています。

非常時対策としての電力の用途
佐土原　今回の事業は地域熱電供給

ですから、発電も組み込まれていま

す。木質燃料チップを燃やして熱供

給をしても、温度が低いので発電は

難しいだろうと思いましたが、今回

はバイナリー発電という形で実現さ

れていて、ものすごくよいチャレン

ジをされていると思いました。

白石　本当は平常時に使えて、コス

トダウンに貢献できる発電技術を導

入したかったのですが、その時はそ

こまでの技術が発見できず、小型の

バイナリー発電となりました。

佐土原　20kW ということですが、

非常時には、電気をどのような用途

に使うといった予定はありますか。

白石　当初は、このアストリアホテ

ルの 1 階にある大広間を避難室と想

定して、その部屋の電気を賄う予定

で し た。 た だ、 実 際 に は 総 延 長

1.4km もある温水配管のポンプの消

費電力が大きくて、20kW のうちの

14kW ぐらいが自家消費に必要と分

かったので、断念しました。

佐土原　補機の動力に使用されてい

るんですね。

白石　今回の事業では、非常時対応

を想定してシステムを構築し、低温

の温度でバイナリー発電ができると

いう流れを示せただけでもよかった

のかなと考えています。

森林整備の一部としての熱電供給
佐土原　経済性の面から言うとなか

なか大変だと思うのですが、長期的

にはどのように考えているのですか。

白石　林野庁への申請当時の試算で

は、熱の供給先 5 カ所で年間 3,900

万円の灯油代がかかっており、その

お金は中東の産油国へと、税金とし

て町の外に出て行っていました。そ

れが木質燃料チップ代として約

2,700 万円が地元の収入となり、熱

の供給先では 1,200 万円の燃料代が

削減できて、さらに 780t の CO2 削

減ができる。実証事業の結果も、こ

れに近い数字で終わりました。ただ、

今は灯油代が下がってきていますの

で、やはり色々なものを組み合わせ

ていかないと、バイオマス熱電供給

だけでは採算が合わないということ

が起きてしまいます。

　町長が特に希望されていたのです

が、プラントの近くのペンション村

の前の国道の坂道を、余った熱で融

雪するといった策も盛り込めていれ

ば、投資効果の評価がもっと高まっ

たかもしれません。

佐土原氏

大宅氏

白石氏



9熱供給 vol.103 2017

佐土原　これからもう少し供給先が

開拓できたらいいですね。ロードヒ

ーティング、融雪などへの利用も考

えられたらよいなと思います。

大宅　私としては、ロードヒーティ

ングへの利用に大きな期待を寄せて

いました。今、旧国道 352 号にある

中山峠では化石燃料でロードヒーテ

ィングをやっているのですが、この

維持費が大変なのです。もちろん経

済性も大事ですし、チップは高価で

すが、我々としては木質燃料チップ

を供給することができるのですから、

地域に密着した施設への熱供給が可

能になるなら、実現できればと思い

ます。やはりせっかくつくった熱電

供給施設ですし、発生する熱を余す

ところなく活用する方法を考えてい

くことが大事です。

佐土原　バイオマス熱電供給をエネ

ルギーとして評価すると、化石燃料

との比較になってしまいますが、実

際には木質燃料チップを使うことが

森林の整備にもつながって、地域の

活性化にもつながるということであ

れば、総合的、多面的な評価の中で、

化石燃料を使うより効果があると見

ることもできます。そういう実証が

されるとよいですね。

大宅　特に行政の事業というのは、

民間がやらないこと、やれないこと

をやることに意義があります。利益

追求ばかりでなく、地域に効果があ

るかどうかという判断も大事です。

そういう意味では総合的に判断して

どうなのか。未来の南会津町を考え

た時に大きな意義があるのならば、

さらにこの熱電供給施設を活用でき

るような方向性を探っていきたいと

考えます。

　国の補助事業も、その事業を起こ

す時だけではなく、その事業を継続

する段階にも国の後押しがあればい

いなと思います。事業拡大ができる

ことによって我々はまた一歩前に進

めますし、町も本当に変わってくる

と思うのです。日本の環境問題も変

わってきます。ですから継続段階で

の対応にも期待をしています。

佐土原　そうですね。町としての今

後の取組みの方向についても最後に

伺うことができ、大変勉強になりま

した。ありがとうございました。

大宅 宗吉 氏　略歴
Oya Sokichi

1967	年 3月	 	福島県立南会津高等学
校卒業

2004	年 4月	 伊南村議会議員
2006	年 3月	 南会津町議会議員
2010	年 4月	 	南会津町長	就任（現在

2期目）

白石 昇央 氏　略歴
Shiraishi Nobuhiro

東京理科大学大学院修了、福島大学大学院
修了。㈱フジタ大阪支店企画営業部所属、
事業企画・商業施設の再開発事業に携わる。
1992 年語 学留学と空手修行で渡米。
1993 年全米空手道選手権ミドル級優勝。
福島ミドリ安全㈱常務取締役を経て、2009
年 4月より同社代表取締役社長に就任。
2014 年７月４日、再生可能エネルギーの事
業企画・コンサル会社の㈱エナジア®を創
業し、地中熱をベース熱源とした再生可能エ
ネルギーの組み合わせによる、新たな『地
域熱電供給モデル』の構築によるフクシマ
復興の見える化事業の創発を目指している。

佐土原 聡 氏　略歴
Sadohara Satoru

1980	年早稲田大学理工学部建築学科卒
業。1985	年早稲田大学大学院理工学研
究科博士課程単位取得退学。工学博士。
現在、横浜国立大学大学院都市イノベーシ
ョン研究院長・都市科学部長・教授。専
門は都市環境工学。地域エネルギーシステ
ム、生態系サービス、地理情報システム
（GIS）の活用などの観点から、安全で環
境と調和した都市づくり・地域づくりに関
する研究に実践的に取り組んでいる。また
現在、（一社）都市環境エネルギー協会理事・
研究企画委員会委員長を務める。2013	年
日本建築学会賞（論文）受賞。
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鼎談風景。左から佐土原氏、大宅氏、白石氏


